
 

 

記事等でご紹介いただく際は、“ＮＥＸＣＯ東日本”または“ネクスコ東日本”の愛称ご使用にご協力をお願いします。 

 

平成２７年８月１７日 

東日本高速道路株式会社 

東北支社 

 
 

お盆時期における高速道路のご利用状況 

【東北地方版】 
  

ＮＥＸＣＯ東日本東北支社（仙台市青葉区）は、お盆時期［平成２７年８月６日（木）～平成２７年８月

１６日（日）の１１日間］における当社が管理する東北地方の高速道路のご利用状況をとりまとめました

ので、お知らせします。 

 

この期間中は、前年と比べご利用台数は増加したものの、渋滞量（※）は減少しました。 

 

なお、渋滞量の減少については、平成２７年３月１日に常磐自動車道が全線開通したことにより、東 

北自動車道とのダブルネットワークが形成され、平成２７年ゴールデンウィーク期間に引き続き交通の

分散が図られたものと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 渋滞延長（ｋｍ）×渋滞時間（ｈ）÷２ 

１ ご利用台数  

［本線代表７断面の平均交通量］・・・過去の比較対象区間と同一 

 全車  ：前年比約９６％（約３．３万台／日）      

 ピーク ：下り線は８月１２日（水）、上り線は８月１６日（日）    【別添資料-２】 

 

[本線代表８断面の平均交通量]・・・常磐自動車道 山元ＩＣ～亘理ＩＣ間を追加 

■ 全車  ：前年比約１００％（約３．２万台／日） 

 

［インターチェンジのご利用台数（出口料金所等を通過した台数）］ 

 全車   ：前年比約１０４％（約４０．８万台／日）  

 車種別：小型車類前年比約１０３％（約３６．１万台／日） 

     ：大型車類前年比約１１２％（約４．８万台／日） 

 県別〔前年比〕 

     青森県：約１０４％（約３．１万台／日）、岩手県：約１０８％（約５．９万台／日）、秋田県：約１００％ 

（約３．６万台／日）、宮城県：約１０４％（約１２．０万台／日）、山形県：約１０１％（約５．９万台／日）、

福島県：約１０５％（約１０．３万台／日） 【別添資料-４】 

 

２ 常磐自動車道の交通状況 【別添資料-５】 

 常磐富岡ＩＣ～浪江ＩＣ間のお盆の交通量は１３，４００台/日となり、開通３ヶ月後の交通量と比較して約

５，２００台/日増加しました。 

 これは、磐越自動車道・東北自動車道からの転換等によるものと考えられ、これに伴い東北自動車道

の渋滞が減少しました。  

【別添資料-１】 

【別添資料-３】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

比較対象期間 

 

詳細につきましては、別添資料をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

平成２７年度
8/6
（木）

8/7
（金）

8/8
（土）

8/9
（日）

8/10
（月）

8/11
（火）

8/12
（水）

8/13
（木）

8/14
（金）

8/15
（土）

8/16
（日）

平成２６年度
8/７
（木）

8/8
（金）

8/9
（土）

8/10
（日）

8/11
（月）

8/12
（火）

8/13
（水）

8/14
（木）

8/15
（金）

8/16
（土）

8/17
（日）

３ 混雑状況 【別添資料-６】 

 本線における１０ｋｍ以上の渋滞は下り方面５回（前年比▲７回）、上り方面１５回（前年比▲８回）の計

２０回（前年比▲１５回）発生しました。 

 本線の最大渋滞長は３８．２ｋｍ（前年比＋７．２ｋｍ）で、８月１５日（土）（１３：５６～２０：５１ ピーク時

刻１７：４８）に東北自動車道の一関インターチェンジ（ＩＣ）～北上江釣子ＩＣ間（上り線）で発生しました。

この渋滞は、平泉前沢ＩＣ付近の故障車が要因となり発生したものです。  

 渋滞量は９９８ｋｍ・ｈ（前年比約５０％）となり、約５割減少しました。 


